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       生 髄 鯛 媒 に 關 す ろ 研 究
      第1報 数 種 の 疏 茱 中 のCu,Zn及 びMnに 就 て
            近 藤 金 助 ・森  茂 樹
 生物は生命持績 と4こ長,生 産或は繁殖などのために所謂 ヒ活作ノllを龍内で螢んでお る.生 活
作用の内容は生物の類別 部価!り,期 別({rii.」,季ユβ別など)に よつて夫 特々異なものであるが
その實態は物理作用 と化學作用との池合作用に外ならない.そ して この池合作用の主要部は化
學作川であつて,而 もこの化學作用は精緻で査・ユL的に又迅速で圓滑に運瞥 される.こ の晶異な
蓮毯は生活化學作用の特性である.そ しC.この特性は生髄が自産又は とりいれた1蜀媒に囚山す
ることが多いのである.だ から生龍濁媒は生1緬 三川の主要である所の生活化學作川の蓮螢をつ
かさどるものであると云い得 る.從 つて生膿燭媒をとらえて,そ のはた らきを明らかになした
上で之 を慮用すれば生物に專有な生活作Jllの一一部を人工的 に蓮螢す ることがfl15{Eる.こ れが こ
の研究に封するGo芝dで あつて,目 的 とする所は生物特 に植物のノk活作川を人工的に蓮醤 して
植物が生産 する我等の食糧を人爲的 に生産することである.こ の月的の辻成を期 して表題の研
究をはじめた次第であつて,そ の域績は順次報告され るであろ う.       ・
 本報に於ては激種の植物膿に於ける微量金鵬の分布を槍索 し,併 せてその機能 と之等の金厨
と關係ある酵素系に就て考.、 :を加 える一乎段 として表示の材料につ き夫 々部分 別にZll Mll及
びCuを 定量したのである.
 表示の如 く部分によつて金腸の含量に甚だ しい棚 勤;見 出されることは之等の金蝸を含む酵
素の作用 とその部位に於ける機能 を.馴ミする上に 移くの指示を91↓える.先 づCuは1'hen・llase
叉はASCorbic・ieid-.oxydase等 の酵素の構1戎分をなし,夫 々の酵素作用を機揮 して居 ると考
えられるが,こ れに就ては省略 し以下主にMI汲 び/・llに就て老察を行つて見 よう。
 Mnが 植物に必須成分であることを初めて指摘 したのはBertrandで あるがtそ の後Mcll・
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      材 ㌔ 部 位 灰券%「鵡 繋 告 ㎎
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               中心葉 [ 1・00   17・50   5.70
               外 葉 1.34 12。00 2。59
      瓢 見 茱 鍵{欝 ■:菰 鷺 1:ll
                董   0.17   1.55  痕跡
                根       1.42       0.05      2,41
群gueは 更に諸種の作物に就 き栽培試験を行つた糸1∫果その必要性を確誰 して以來植物生理上の
意義を明かにすべ く行われた研究は少 くないが,未 だ解決の域に達 して屠ない.倦 て多 くの椀
物に就てMnを 定量せ られた例 は多いのに拘 らず部位別に定量せ られた例は甚だ少い.よ つて
植物の機能 或いは活度に和違ある部位別 に定量する必要のあることを認め實験を試みたのであ
るが,そ の結果は上掲の如 くMnとZn含 量とは和關的に増減 して居る、 McllargueはMnは 葉
線素イ減 及び窒素同化作用に關係があると籔言 して居 るが,反 慮の機構に就ては固より現在の
ところ説明し難 い.
 次 にZnの 含量が部分によつて攣動が大であることけ驚 くばか りである.緑 葉の緑色濃 厚 な
部分 と軟自淡緑の部分 とでは可成 りの相違があつて前者に1よ恒 にZu含 量が大であることはZn
も亦同化作川と密接 なる關係があることを想像せしめる.更 に興味あることは特別の時期に於
てはZnの 濃度は必すしも緑色の色調 と並行 しないで射光不十分である幼芽,蕾 に於て驚 くば
かb多 量に含 まれて居 ることである.倦 て動物に於て炭酸排川に直接開與する酵素即 ちCarb-
onicAnhydraseが 含亜鉛酵素であることが確誰せられて以來,こ の酵素に關する研究が多 数
稜 表せられつつあるが植物に於てはこれ と同種の酵素の存在は豫想せられるところであるのに
拘 らす未だ確認の域に達 して居 らない.
 筆者が實験に供用した材料の数は少数の葉,董 茱に限 られて掃 るからこの事實によつて一般
的な推論をなすには不十分であるが兎に角事實 として生育旺盛で呼吸活覆なる組織に亜鉛含量
が特 に大であることは植物 にも亜鉛酵素があつて,し か も炭酸同化に直接的に關與するもので
あろうと思 われる.
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